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哲
懸
・
研
究
　
第
百
入
十
　
三

法
に
通
す
み
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
遣
崖
に
恐
ら
く
嶽
…
心
な
讃
者
存
漏

足
ゼ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
丈
法
の
外
に
古
代
の
文
學
史
學
哲
雛
に
黙
す
る
解

説
ρ
研
究
論
丈
、
蓬
代
語
と
古
典
語
と
の
蟹
江
に
了
す
ろ
論
文
な
ど
な
掲
げ

て
、
進
ん
だ
研
究
の
参
考
と
し
て
あ
ろ
Q
語
學
の
掲
習
悉
や
講
義
錐
の
中
に

に
い
♪
那
減
な
ご
ま
か
し
も
の
が
少
く
な
い
。
　
本
講
座
に
さ
う
い
ふ
懸
念
な

し
に
安
心
し
て
謹
め
る
と
思
ほ
れ
ろ
。
　
　
　
（
高
橋
俊
乗
紹
介
）

　
翻
灘
樋
誌
の
の
倫
理
學
近
藤
兵
庫
著
培
風
館
渡
行

　
倫
…
理
墨
と
笛
爲
へ
げ
唇
巾
に
西
洋
の
倫
理
難
な
識
品
昧
す
る
や
う
か
“
醒
洋
⊥
甲
’
5
的

な
考
へ
山
が
ば
、
一
も
早
や
A
コ
η
口
の
我
々
H
汰
人
ほ
や
め
六
い
・
も
の
で
あ
ろ
。
軍

に
目
凹
理
學
と
「
冨
へ
ば
巾
果
洋
西
洋
の
瓜
柵
理
學
な
統
｝
調
和
し
た
も
の
で
な
け
’
、
れ
．

ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
三
分
園
難
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
と
一
文
化
系
統
の

異
な
る
東
洋
と
三
洋
と
の
倫
理
旧
観
な
完
全
に
統
一
す
ろ
こ
と
採
至
難
と
も

曽
儲
へ
る
で
あ
ら
・
り
。
　
や
》
－
知
す
、
れ
ば
・
木
に
竹
な
纏
…
い
だ
や
・
フ
に
な
る
が
、
本

書
ほ
矢
張
り
西
洋
倫
理
難
に
幕
三
三
羅
い
て
る
る
と
ぽ
言
へ
、
　
こ
の
黙
に
特

に
劣
力
し
て
あ
ろ
Q

　
又
人
類
「
般
或
ぼ
人
道
葬
三
遍
的
に
研
究
し
査
倫
理
學
と
我
が
鰯
斑
造
徳

論
と
口
從
來
金
く
携
物
に
取
扱
ほ
れ
て
二
六
〇
籠
労
ほ
國
擁
を
超
越
し
て
叫

般
的
に
研
究
さ
れ
る
か
ら
、
時
と
し
て
我
が
國
彊
如
何
を
省
み
な
い
や
う
な

事
も
あ
る
。
國
斑
道
徳
論
に
多
く
に
國
坐
に
黍
つ
く
撹
徳
論
と
な
っ
て
保
守

酌
園
襲
的
と
な
る
。
從
っ
て
筋
看
ほ
實
幾
に
功
な
く
、
後
者
ほ
現
代
の
入
を

…
揖
導
す
る
力
に
乏
し
い
〇
　
二
者
ぽ
統
一
さ
れ
て
始
め
て
、
現
代
口
本
人
を
指

導
す
る
力
が
餌
叢
る
で
あ
ら
う
。
倫
理
學
者
の
中
に
に
倫
瑚
學
に
善
行
爲
に

罪
す
ろ
理
論
を
明
か
に
す
う
も
の
で
あ
っ
て
、
善
行
指
導
に
役
立
つ
も
の
で

一
一
二

に
な
い
と
考
へ
ろ
人
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
書
の
痴
者
に
之
を
排
し
、
ど
こ

ま
で
・
も
厳
行
指
導
為
な
す
べ
吾
・
も
の
と
解
…
し
て
み
ろ
。
　
著
者
に
倫
理
墨
丁
の
全

範
磯
ほ
「
私
を
善
く
す
る
こ
と
し
と
解
し
て
み
ろ
。
私
ぱ
飼
人
で
あ
ろ
け
れ
ど

も
、
人
言
職
愈
的
動
物
で
あ
る
重
り
、
全
人
類
受
療
宇
宙
た
…
齪
想
し
、
　
又
之

な
背
景
と
し
て
み
る
か
ら
、
結
局
、
識
會
全
燧
を
善
く
す
ろ
こ
と
に
も
な
る

麗
會
に
種
・
の
段
階
及
び
種
類
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
A
善
の
人
類
に
於
て
ほ

國
家
が
最
も
露
要
な
ろ
無
難
で
あ
り
、
最
も
強
腿
な
融
倉
で
あ
ろ
か
ら
、
饅

民
道
徳
が
實
践
上
最
も
力
を
持
つ
穴
道
徳
と
な
る
Q
嚴
密
に
㎜
…
編
へ
ば
國
民
道

徳
ほ
三
遍
道
徳
よ
り
も
狭
い
か
ら
、
我
が
國
民
道
徳
に
勿
論
、
一
般
戴
徳
の

部
分
に
ず
ぎ
な
い
が
、
降
本
人
と
し
て
の
「
画
一
の
改
善
に
ば
倫
理
學
も
國
艮

道
徳
論
も
両
じ
三
一
を
有
す
る
。
　
況
ん
や
か
、
ろ
國
三
道
徳
論
に
日
本
人
な

ろ
「
私
」
に
に
規
範
で
あ
る
の
み
な
ら
す
外
國
人
穴
ろ
「
私
し
に
も
参
考
と
な
り

う
る
も
の
で
あ
ろ
。

　
こ
の
趣
旨
に
よ
っ
て
論
考
な
進
め
糞
の
が
本
・
書
で
あ
ろ
。
全
篇
…
が
必
ず
・
し

も
卓
抜
な
る
論
蓮
で
は
な
い
。
常
識
的
な
と
思
に
れ
る
箇
所
も
少
く
な
い
が

憂
國
維
世
の
意
氣
に
潅
れ
カ
も
の
で
あ
っ
て
、
紅
霞
蓮
徳
指
導
に
盆
が
少
な

か
ら
ざ
る
良
書
で
あ
る
と
儒
す
る
。
　
　
　
　
（
高
橋
俊
乗
紹
介
）

彙

報

教
育
學
讃
書
會

　
灘
二
五
鑓
午
後
一
難
よ
リ

　
　
宗
教
的
自
麗
と
教
育

教
育
學
研
究
室
に
て

三
　
谷
久
　
男
震
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教
育
研
究
會

　
五
見
十
三
a
夜
　
横
難
集
會
祈
に
て

　
　
緻
米
敏
育
雛
察
談

　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
立
堀
川
高
等
女
學
校
長

心
理
墨
言
書
會

　
王
月
八
日
　
午
後
三
冠
よ
り
心
理
學
教
室
に
て

　
　
竃
。
G
。
が
ー
リ
ン
グ
の
心
理
學
観

　
五
1
1
十
五
臼
　
劔
右

　
　
猫
り
子
の
特
性
｝
二

魁
會
學
瓦
書
會

　
血
球
九
日
午
後
七
噂
よ
リ
　
樂
友
釣
館
に
て

　
　
テ
ナ
ド
ル
。
リ
ン
ト
の
1
「
㎞
欄
旧
入
凄
こ
下
肥
會
し

印
度
佛
敏
乱
騰

　
五
廻
十
三
臼
午
後
七
蒔
よ
り

　
　
子
二
一
教
傳
架
に
つ
い
て

西

樂
次
新
館
に
て

野
　
田
　
一
藤
震

高
木
貞
ご
鱈

黒
　
田
　
利
　
尋
鷺

重
松
俊
明
君

朋
　
漢
　
了
　
諦
君

哲
　
會

五
月
十
五
爾
午
後
五
時
雫
よ
り
樂
友
會
館
に
て

題
　
　
超
　
　
未
　
　
定
　
　
　
　
　
　
　
下

報

村

大
層

倫
理
攣
談
書
會

　
五
見
十
五
日
午
後
三
時
よ
リ
　
倫
理
學
研
究
整
に
て

　
　
㌣
ク
ス
・
シ
皿
ー
ラ
ー
の
「
折
尉
墨
丁
的
漁
一
黒
判
劒
粗
し
　
西
　
田
　
漱
晒
　
議
X
君

礫
暫
贈
哲
學
茶
話
會

　
流
月
二
十
二
研
午
後
七
噂
牛
よ
り
　
樂
友
會
館
に
て

　
　
精
聯
の
三
つ
の
在
り
方
に
就
ゼ
て
　
　
　
　
　
船
　
両
　
信
　
一
君

　
貯
。
ぼ
く
協
貯
Φ
＄
o
ぼ
。
ぽ
Φ
倫
Φ
N
瑠
ぼ
図
＄
◎
辱
匿
①
の

新
計
書
に
就
て

観
誌
主
麓
琿
。
P
き
静
霞
，
匂
Q
姦
質
氏
ほ
今
般
亡
父
の
三
業
を
つ
い
で
編
纂
潜

と
な
れ
う
に
際
し
、
薪
計
登
な
立
て
、
廣
く
、
東
西
洋
の
列
國
の
哲
學
看
の

協
力
に
よ
り
、
各
手
懸
看
の
哲
攣
吏
研
究
腰
丈
の
紹
介
批
評
た
蒐
め
る
こ
と

㌧
な
り
、
我
が
幽
か
ら
は
東
北
帝
大
の
石
療
灘
敏
授
、
小
肉
輌
総
教
授
が
右

事
業
た
援
助
さ
れ
る
こ
と
・
な
つ
六
。
こ
の
事
業
が
我
が
國
學
界
の
緻
来
蓮

綴
と
な
り
、
從
來
動
も
す
れ
ば
鴛
請
の
煽
違
か
ら
、
折
角
の
貴
霊
准
盆
な
る

我
が
國
學
者
の
研
究
も
、
我
が
國
の
雄
界
だ
け
に
局
限
さ
れ
、
厭
来
の
學
界

に
に
容
易
に
認
め
ら
れ
な
か
つ
れ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
弊
も
、
右
事
業
に

塾
繍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
い
に
減
少
し
う
る
で
あ
ら
う
。
習
人
ほ
右
雑
誌

の
薪
箭
鍵
奄
撒
迎
す
る
と
共
に
、
爾
木
論
丈
の
批
詐
紹
介
を
引
受
け
ら
れ
象

人
々
の
勢
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
右
ア
ル
七
ー
フ
に
關
す
る
問
合
ぜ
及
び
講
讃
希
豊
ほ
凡
て
贋
原
教
授
が
取

一
一
三
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哲
學
研
究
　
舞
買
八
十
三
號

次
の
勢
た
取
っ
て
下
さ
る
さ
う
で
あ
ろ
か
ら
、

段
宛
に
串
込
ま
れ
構
い
と
の
事
で
あ
み
。

東
北
帝
穴
哲
學
研
究
室
内
同

寄
贈
雑
誌
漸
聞

丁
酉
倫
理
會
講
演
集

哲
學
雑
誌

京
城
心
理
鍬
・
嚢
報

就
倉
學
徒

大
　
谷
學
報

奈
良
縣
教
育

信
　
濃
教
育

生
理
畢
研
究

教
育
冊
題
研
究

學
狡
教
育

願
　
　
　
　
慧

k
ピ
扁
，
O
H
μ
…
＜
跨
岸

帝
國
大
墨
新
悶

昭
和
六
年
五
”
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三
韓

同
．
皿
月
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
一
號

同
閣
月
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
溜
二
號

同
五
月
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
巻
五
爵

岡
三
月
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
巻
二
號

嗣
五
刃
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
號

同
五
月
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
五
三

岡
五
”
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巷
五
爵

醐
五
”
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
號

同
．
五
薄
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
曲
五
目

側
五
刃
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
年
五
號

　
（
τ
「
h
）
課
ε
さ
箕
凱
。
・
切
§
鳥
×
い
』
困
。
驚
6

昭
勲
徴
ハ
年
鯉
［
月
二
十
七
臼
『
五
月
【
四
臼
、
　
五
月
十
｝

臼

へ
ー
グ
ル
碧

法
　
の
　
哲
學

吋
〃
ス
。
シ
エ
ラ
事
著

哲
藤
壷
入
間
學

一
一
四

毒
舌
共
謬

罐
隠
避
響
ハ
謬

　　ギ
　　リ
第第シ
ニーア
部部ll
ラギラ
テヲテ
ンシン
ーア講
　一座

1可　鐵

　　　堪

　　　書

　　　院

刊刊

鐵
塔
書
院
　
刊

定
．
僕
四
　
圃

理
想
瀧
爾
版
蔀
閥

定
綴
登
闘
滲
拾
鍍

Φ
O
皿
O
剛
臥
缶
答
O

定
儂
蕉
綱
五
蛤
鏡

急
劇
盗
圓
五
絵
鑓

寄

贈

圖

書

ウ
イ
ン
デ
〃
バ
ン
｝
薯
…

哲
學
概
論

清
水
　
清
鐸

玉
剛
學
園
欝
畑
瀬
刊

定
　
綴
峯
　
　
薗


